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は じ め に 

 

子どもたちにとって安全・安心な場であるべき学校で、いじめは決して許されないことであり、あっ

てはならないことです。しかし、現実にはいじめを苦にして自ら命を絶つという痛ましい事件がおきる

など、多くの子どもたちがいじめに苦しみ、悩んでいます。 

 

 いじめは、いじめを受けた児童生徒の教育を受ける権利を著しく侵害し、その心身の健全な成長及び

人格の形成に重大な影響を与えるのみならず、その生命又は身体に重大な危険を生じさせるおそれがあ

るものです。 

 

 国は、平成 25年に「いじめ防止対策推進法」を制定し、いじめの防止、いじめの早期発見及びいじ

めへの対処のための対策を総合的かつ効果的に推進するために、基本的方針を策定しました。 

また、県、市町村、各学校においても、国の基本的方針を受けて、「いじめの防止等のための基本的

な方針」を策定し、いじめ防止のための取組を推進しています。 

 

いじめはどの子にも、どの学校においても起こりうるものであること、また、誰もが加害者にも被害

者にもなりうるものであることを十分認識し、学校・家庭・地域が連携していじめの防止に取り組むこ

とが求められています。 

 

 県教育委員会人権教育課では、学校・家庭・地域が連携して、いじめの防止等のための効果的な

取組(学習)を行っていただくため、平成 27年度から 3年間「地域と共に創るとっとり人権教育事

業」を実施し、県内協力校５校とそのＰＴＡにおいて研究実践を行い、その成果を人権教育プログ

ラム集として県内に普及させるという取組を進めることとしました。 

 具体的には、 

【学校では】 

作成協力校が、共同研究者（大学教授等、指導主事）の指導を受けながら、授業研究会等を

通していじめの防止に向けた研究実践を行っています。 

 【ＰＴＡでは】 

作成協力校ＰＴＡでは、市町村人権教育推進員等が、各協力校のいじめ防止のための取組を

踏まえながら作成した人権教育プログラムを用いて、ＰＴＡ人権教育研修会を実施しています。 

 

 このたびは、平成 27年度（１年目）に作成した、いじめの防止のための人権教育プログラム（Ｐ

ＴＡ研修会向け）を 6本紹介します。「子どもの自尊感情」「仲間づくり」など様々なテーマで「参

加型」学習プログラムを掲載しています。保護者としていじめを防ぐためにどう関わるか、一緒に

考えてみてください。そして、学校、ＰＴＡ等が一体となって、いじめの防止に向けた取組（学び）

が進むことを期待します。 

 

 なお、これらの人権教育プログラムは、作成協力校の研究成果を反映させながら、今後、改良してい

く予定です。改良した人権教育プログラムも、今後、順次紹介していく予定です。 
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１ 豊かにつながる人間関係づくりのために保護者ができること 

（互いに思いを受け止め合い、他者とよりよくつながる集団づくり） 
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【学習のポイント】 

 ○人権が尊重され、子どもたちが楽しく、自分らしく学習したり生活したりすることができる学校で

あるために、仲間とつながり響き合う子どもたちの育成をめざして取り組んでいる学校と、家庭・

地域が連携し、子どもたちや学校と思いを共有できる環境づくりについて考える。 

 

【すすめ方（６０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主な発問 留意点 

導入 3 

 

 

 

 

2 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

１ 学校の取組を知る。 

 ・伝え合うこと 

  ・仲間とつながり合うこと   

・学校・家庭・地域との連携 等 

 

２ 本研修会のねらいや進め

方の説明をする。 

・研修の目的、本日の流れの説

 明 

・話合いのルールの確認 

 （参加、尊重、守秘） 

 

 

３ アイスブレイクをする。 

・グループ分けをする。 

  （３人組）→（４人組） 

・自己紹介をそれぞれ行う。 

■学校の取組について説明を聞

きましょう。 

 

 

 

■本研修会のねらいや進め方に

ついて説明する。 

■グループでの話合いが中心で

あることを知らせる。 

 

 

 

 

■言葉の数でグループになり、

自己紹介をしましょう。 

・３人組…(例)「トマト」 

・４人組…（例）「ナガイモ」 

◆資料（Ａ４用紙１

枚程度）をもとに学

校に説明してもら

う。 

 

◆伝えること、つなが

り合うことが、相手を

大切にすることにな

ることを伝えるとと

もに、学校の取組との

関連性について知ら

せる。 

 

◆自己紹介により、

相手のことを知る。 

※事前に４人組をつ

くっておくことでア

イスブレイクを省略

することができる。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

15 

４ 図形を相手に伝える体験 

をする。 

  ・１～２問行う。 

〈ルール〉 

・２回説明する。 

・質問は受けない。 

 

５ グループで話合い活動を

行う。 

（個人）→（グループ） 

【視点】 

家庭で、思いを伝え合うた

めに大切なこと 

（個人） 

・付箋に書き出す。 

（グループ） 

・付箋をもとに話し合い、同

じ内容を模造紙にまとめ

る。 

■図形を言葉だけで伝え、紙に

描きましょう。 

 

 

 

 

 

■家庭で、伝え合うために大切

にしたいことを話し合いまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

■グループごとに話合いで出

たことをまとめましょう。ま

た、まとめたものに小見出しを

つけましょう。 

◆１問ずつ正解を確

かめる。 

・準備物（図形・紙・

鉛筆） 

 

 

 

◆個人思考の際、付

箋を活用する。 

・準備物（付箋①・

鉛筆・模造紙・マジ

ック） 

 

 

 

 

◆話合いで出たこと

をランキングしても

よい。 

（例：１～５位） 

－２－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5 

 

 

 

 

 

 

６ ポスターセッションをす

る。（２回） 

・他のグループで良いと思っ

たものに、シールを貼る。 

・自分たちのグループに持ち

帰りたいものを付箋にメモ

する。 

 

 

・他のグループの意見を共有

する。 

 

７ グループでまとめる。 

・貼られたシールの数等を参

考にしながら、伝え合うた

めに大切なことをまとめ、

共有する。  

・（全体で共有する。） 

■グループの２人は、他のグル

ープの意見を聞きに移動しまし

ょう。 

 

 

 

 

 

 

■他のグループの意見を共有し

ましょう。 

 

■持ち帰った意見、貼られたシ

ールの数等を参考にし、自分た

ちのグループの意見をまとめラ

ンキングしましょう。 

 

 

◆２セット行い、２セ

ット目はメンバーを

交代する。 

◆シールは１人１０

枚程度配布する。 

◆参考となる意見を

付箋②にメモして自

分たちのグループに

持ち帰る。 

◆他のグループの意

見（付箋②）も模造紙

にまとめる。 

◆伝え合うために大

切なことを簡潔にま

とめる。 

◆ファシリテーター

は情報収集に努める。 

◆後日、掲示等を行

ってもよい。 

まとめ 10 

 

 

 

 

 

 

８ ファシリテーターがまと

めをする。 

 

 

 

 

９ ふりかえりシートに記入

する。 

■グループで出た意見や本時の

活動と、いじめの未然防止や人

権教育とのかかわりを話してま

とめとする。 

・多かった意見を１～２つ程度

紹介する。 

◆伝え合い、つながり

合うために必要なこ

とを理解してもらう

とともに、学校の取組

も理解していただく。 

 

 

 

【参考】 

 図形の説明例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図形１ 

 

① １辺が１０ｃｍぐらいの正方形を

描きます。 

 

② 正方形の上の１辺を直径とする円

を描きます。 

 

③ 円の下半分を黒くぬります。 

図形２ 

 

① 直径１０ｃｍぐらいの円を描きま

す。 

 

② 頂点が円に接する正三角形を描き

ます。 

 

③ 頂点が円に接する逆向きの正三角

形を描きます。 

 

④ 中央の部分だけ黒くぬります。 

－３－ 



【参考資料】 

図形１ 図形２にかえて、以下の図形を使用することもできます。 
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２ 「○っ子 10（テン）」を支える我が家の 3（スリー） 

   （学校と家庭・地域の連携） 

 

【学習資料】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ＊自校のものに差し換えて使用することもできます。 

 

【学習のポイント】 

○学校の人権教育の取組や「○っ子 10ヶ条」を知り理解する。 

○いじめ未然防止等のために「伝え合う力の育成」と「人間関係づくり」に取り組んでいる学

校と連携し、家庭においても子どもと一緒に取り組める「我が家の３（スリー）」をつくり家

庭での「伝え合う力の育成」や「人間関係づくり」を進める。 

 

一、じぶんから あいさつ（あいさつ 100点） 

 

二、ていねいなことばづかい 

 

三、こころで きく、おもいを はなす 

 

四、ものを たいせつにする 

 

五、いっしょうけんめいべんきょうする 

(べんきょう 100点） 

 

六、だまってじかんいっぱいきれいにそうじ 

（そうじ 100点） 

 

七、おもいやり、たすけあう 

 

八、じかんを まもる 

 

九、すなおに はんせい 

 

十、ゆめやもくひょうを もつ 

 

－５－ 



【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導入 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

５ 

１ 本研修会のねらい

や進め方の説明をす

る。 

・伝え合う力の育成 

・人間関係づくり 

 

２ 自己紹介等をする。 

（１）自己紹介 

（２）役割分担 

■本研修会のねらいや進め方につ

いて説明する。 

 

 

 

 

■子どものころ、保護者に言われ

てうれしかったことを幾つか思い

出しながら自己紹介しましょう。 

■グループで、進行係、記録係、

発表係、盛り上げ係を決めて下さ

い。 

◆研修のルール

「参加・守秘・尊

重」をおさえる。 

 

 

 

◆グループをあら

かじめ決めておく。

（４人グループ） 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

１０ 

 

２０ 

３ 保護者の思いや願

いを子どもの心に届

くようにするため、

「気をつけたいこと」

「大切にしたいこと」

を考える。 

（１）個人思考 

（２）グループ思考 

 

 

４ 「○っ子１０ヶ条」

に家庭でも取り組む

ために、家庭ででき

ることを考える。 

 

（１）個人思考 

付箋に書き込む。 

（２）グループ思考 

項目ごとに、説明

をつけながら、書い

た付箋を資料３に貼

っていく。 

■保護者の思いや願い、そして気

持ちを子どもに伝えるため、「気を

つけたいこと」「大切にしたいこと」

を考えましょう。 

 

 

 

 

 

 

■「○っ子１０ヶ条」に掲げられ

た習慣や力を子どもに身につけさ

せるために、家庭でできることを

考えましょう。 

 

 

 

■グループごとに考えたことをま

とめましょう。 

◆資料１を配布

し、ポイントを紹

介することで、思

考を促す。 

 

 

◆資料２を配布

し、ポイントを紹

介する。 

 

◆資料３（模造紙）

を配布する。 

◆人権教育とかか

わりが深い所（☆）

から考えてもらう。 

 

 

・準備物（付箋①） 

 

 

－６－ 



 １０ 

 

 

１０ 

（３）ギャラリーウォーク 

他のグループの取

組を見てまわる。 

（４）グループ思考 

ギャラリーウォー

クの感想を出し、家

庭で取り組めそうな

取組をまとめる。 

■他のグループから取り入れたい

取組を付箋②に書いてグループに

持ち帰りましょう。 

■ギャラリーウォークで持ち帰っ

た他のグループの取組や、感想を

出し合いましょう。また、我が家

でも取り組めそうな３ヶ条をまと

めましょう。 

◆よいと感じたア

イデアは付箋②に

メモしておく。 

◆人権教育の視点

に関わるもの（☆）

の中から選んでも

らう。 

 

まとめ 

 

１０ ５ ファシリテーター

がまとめをする。 

 

 

６ ふりかえりシート

に記入する。 

■グループで出た意見や本時の活

動と、いじめの未然防止や人権教

育とのかかわりを話してまとめと

する。 

◆多かった意見を

１～２つ程度紹介

する。 
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【参考資料】 

 

資料１      子どものころに保護者に言われていやだったこと例 

分類 保護者に言われていやだった具体的な言葉 

 

【命令・禁止】 

早く勉強をしなさい。 

手伝いをしなさい。 

遠くへ行くな！ 

遅くまで遊ぶな！ 

【比較】 あなたは朝起きるのが遅いんだから！●●はちゃんと一人で起きるのに。 

お姉ちゃんはできていたのに！ 

【否定】 こんなことが分からないなんて、学校で何を習っているの。 

あなたはいつも片づけができないんだから。 

【脅し】 今度いたずらしたら、お父さんに言いつけるぞ。 

◆◆までに宿題をしてなかったら、■■に連れていかないぞ。 

 

 

 

資料２       保護者の思いや願い、気持ちを伝える時のポイント 

A 確固とした価値観や基準を持ってしかる。 

B 感情的にならず、冷静にしかる。 

C 子どもがしたことのうち適切な点は認めた上で、問題点をしかる。 

D 子どもの人格を責めるのではなく、子どもがした行為の問題点を取り上げてしかる。 

E 子どもに自分がやったことの結果を予想させて、何が問題かを理解させる。 

F 「わたし（お父さん／お母さん）は、こう思うよ」などと、自分を主語にしながら

話をする。 

G 禁止（～するな）や命令（～しなさい）だけでなく、提案型（～してはどう？）で

表現する。 

H 他の子と比較しない。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－８－ 



資料３               ○っ子 10ヶ条 

 
子ども 家庭でもできる具体的な取組 

１ じぶんからあいさつ 

（あいさつ１００点） 

 

 

２ ていねいなことばづかい  

 

３ こころできく、おもいをはなす  

 

４ ものを たいせつにする    

 

５ いっしょうけんめいべんきょうする 

（べんきょう１００点） 

 

 

６ だまってじかんいっぱいきれいにそうじ 

（そうじ１００点） 

 

 

７ おもいやり、たすけあう  

 

８ じかんをまもる  

 

９ すなおに はんせい  

 

１０ ゆめやもくひょうをもつ  

 

 

 

 

 

 

 

 

－９－ 



参考 資料３の記入例  

 
子ども 家庭でもできる具体的な取組 

１ じぶんからあいさつ 

（あいさつ１００点） 

目を見ておはよう・名前を言ってあいさつ・「おはよう」「行って

きます」「ただいま」「お休み」を元気よく言う 

２ ていねいなことばづかい 最後に「です」「ます」をつける・対等な立場で話す・上から目

線で話さない・子どもの言葉遣いを鏡とする 

３ こころできく   

おもいをはなす 

話している間は質問しない（傾聴）・うなずきながら聴く・主語

を私にして話す（お母さんは・・・した方がいいと思うよ）・話す

より聴く・質問に対して「なぜ」「どうして」はなるべく使わない・

「いつ、どこで、だれと、何を」を駆使して、相手が話し出せる

ようにする 

４ ものをたいせつにする   名前を書く・整理整頓・不必要なものは買わない・欲しいもの

は、１週間考え温めてから買う・我慢した物品の金額を書き

留め月ごとに計算し表彰する 

５ いっしょうけんめいべんきょう

する 

（べんきょう１００点） 

時間を決めて新聞、図書を読む・机に向かって仕事をしてい

るところを見せる 

６ だまってじかんいっぱいきれ

いにそうじ 

（そうじ１００点） 

黙ってできる時間を決めてそうじをする・そうじする場所を決

める 

７ おもいやり、たすけあう 家族の悪口を言わない・皆が揃ってから食事をする・「頑張っ

ているね」と声を掛ける 

８ じかんをまもる 出来ない時間の約束はしない・余裕を持って時間を決める 

９ すなおにはんせい 自分の悪いことは素直に謝る・ごまかさない・人のせいにしな

い 

１０ ゆめやもくひょうをもつ 期間の短い、できそうな目標をたてる・目標の達成をみんな

で喜ぶ 

 

－１０－ 



 

３ あなたは子どもにどんな言葉をかけますか？ 

（仲間づくり） 
 

 

【学習資料】 

 

学校の授業を受けて、帰宅後の食事中の会話 

 

子ども：今日、「いじめ」について授業があった。 

    なんかよくわかんないけど、急に無視されて・・・ 

    結局死にたいって思うほどになっていく。 

そんなふうになったら、やっぱり怖いなぁ～。 

保護者：そうだね。 

    いじめって、よくないよね。 

子ども：んー、いじめはよくないってわかってる。 

    なくさないといけない！なんてかっこいいこと言ったけど・・・ 

    本当は関わりたくないな。 

    いじめを見てても、自分は・・・何もしないかも？ 

保護者：どうして？ 

子ども：だって・・・ 

    誰かをかばったり、反抗したら、明日から自分がいじめられちゃうじゃないか！

そんなのいやだ！！ 

保護者：・・・そうかなぁ 

子ども：よく、相談しなさいって言われるけど、できるわけないよ。 

    どうせ、相談しても解決しないし。 

保護者：でも、ほっておいたらいじめはなくならないよ。 

子ども：わかってるけど・・・ 

    どうしたらいいのかなぁ。 

 

この後、子どもにどのように言いますか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１１－ 



【学習のポイント】 

○子どもたちの人間関係における心の声に寄り添う。 

○身近な事例をもとに、子どもたちの現状となる背景を探り、子どもたちに寄り添うことができるよ

う、大人として何ができるかを考え、共有し、連携できる場をつくる。 

 

 【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主な発問 留意点 

導入 ５ 

 

 

 

 

 

１０ 

１ 本研修会のねらいや進め

方の説明をする。 

・基本的マナーについて確認 

 

 

 

２ アイスブレイクをする。 

・仲間さがしでグループづく

りをする。（４人グループ） 

■本研修会のねらいや進め方

について説明する。 

・真面目な雑談 

・「参加・尊重・守秘」を

確認 

 

■キーワードで同じ事柄が当

てはまる人同士で集まりしょ

う。 

（好きな食べ物） 

◆事前にテーブルホス

トになっていただく人

を決めておくと良い。 

 

 

 

◆取り残される人がな

いように配慮し、声掛

けなどする。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１８ 

(3) 

 

 

 

 

 

(５) 

 

 

 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ グループごとに自己紹介

をする。 

 

 

 

４ ワールドカフェ（第１ラ

ウンド）をする。 

①ワールドカフェの方法とテ

ーブルホストを確認する。

（動かずに残って説明をす

る人） 

②意見交換のお題を出す。 

付箋に（1枚 1項目）思い

つくものを書き出す。 

 

 

 

 

③付箋に書いたものをひとり

ずつ紹介しながら、グルー

プ分けする。 

グループ分けしたものをも

とに感想を話し合う。 

■自己紹介をしましょう。 

・名まえ(愛称でもよい)  

・子どもの学年  

・自分の中学時代を一言紹介 

 

 

 

 

 

 

 

■学習資料を読んで、「保護

者として子どもたちに、ど

んな言葉をかけられるでし

ょうか？」付箋に書きまし

ょう。 

例：「あなたが当事者だっ

たらどうして欲しい？」 

■付箋に書いたものをグルー

プ分けしながら、感想を話

し合いましょう。 

 

 

◆雰囲気づくりと、

保護者の中学時代を

振り返る。 

 

 

 

 

◆資料１参照 

 

 

 

◆付箋をグループ分

けしながら模造紙に

貼っていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１２－ 



展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開３ 

 

 

 

 

展開４ 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

(1) 

 

 

(2) 

 

(2) 

 

 

(10) 

 

 

 

 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

１５ 

 

(1) 

 

 

(2) 

 

 

(12) 

５ ワールドカフェ（第２ラ

ウンド）をする。 

①テーブルホスト１人を残し、

他の人は別テーブルへ移動

する。 

②新しいメンバーの自己紹介

をする。 

③テーブルホストが、第１ラ

ウンドで出た意見を紹介す

る。 

④第 1ラウンドと同様の内容

で意見を出し合い、模造紙

に直接書き込んでいく。 

 

 

 

 

 

 

６ ワールドカフェ（第３ラ

ウンド）をする。 

○第２ラウンドと同様の活動

をする。 

 

７ ワールドカフェ（第４ラ

ウンド）をする。 

①テーブルホスト１人を残し、

他の人は最初のテーブルへ

戻る。 

②テーブルホストが、第３ラ

ウンドまでに出た意見を簡

単に紹介する。 

③グループの中でそれぞれが

どのような感想を持ったか

意見交換する。 

 

 

 

 

 

■自己紹介をしましょう。 

・名まえ（愛称でもよい） 

・子どもの学年 

 

 

■保護者として子どもたちに、

どんな言葉をかけられるでし

ょうか？ 

■保護者としてどのようなこ

とが言えるか、どのような態

度をとるか、話し合いながら

模造紙に追加案を書き込んで

みましょう。 

 

 

 

■第２ラウンドと同様の活動

をしましょう。 

 

 

 

 

 

 

■模造紙に書き込んである内

容・事柄について思うこと、

他のグループに行って感じた

ことなどを出し合いましょう。 

 

 

 

 

 

◆模造紙をもとに第

１ラウンドで出た意

見を紹介する。 

◆会話のないグルー

プがあれば、話のヒ

ントを伝える。 

◆「参加」「尊重」

「守秘」のルールを

確認しながら進める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆意見の良し悪しで

はなく、保護者とし

ての思いを共有する。 

 

まとめ １２ 

 

 

 

 

８ ファシリテーターがまとめ

をする。 

・資料を紹介する。 

 

 

資料２「子どもの権利条約」 

■子どもの生きる権利を守る

ために私たち保護者がしなけ

ればいけないことがあります。 

資料３「いじめの構造」 

◆参考資料として 

資料２、資料３を配

布する。 

 

 

－１３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・保護者としてできることが

あることを伝える。 

・参加者に、たくさんの意見

の中から、自分が出来るこ

とを持ち帰ってもらう。 

 

 

９ ふりかえりシートに記入す

る。 

■資料の中の自分たちの位置

を確認しましょう。 

■無関係な人はいません。 

ご家庭の子どもたちの位置も

意識しながら私たち保護者が

いじめを放置しない関係性を

築いていきましょう。 

 

■子どもたちが自分自身を大

切だと実感でき、安心して自

分の意見が言えるような環境

をつくるため、私たち保護者

同士の話し合う機会、コミュ

ニケーションを大切にしまし

ょう。 

 

 

◆テーブルホストが、

自分の感想を言って

もよい。 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１４－ 



【参考資料】 

 資料１ 

 

 

 

＜ワールドカフェとは？＞     

「ワールドカフェ」は、カフェでの会話をするように、気楽な雰囲気の中

で意見を出し合います。 

また、時間を区切って他のテーブルに移動し別の人たちとの会話を楽しむ 

ことができます。 

流れは、まず第１ラウンドでは、現在のテーブルで約１５分間話し合いを

します。 

第 2 ラウンドで、テーブルホストはそのテーブルに残って、それ以外の

方はそれぞれ別のテーブルに移動して、新しいメンバーで話し合いをします。

約１５分間。 

第 3 ラウンドで、また、テーブルホストはそのテーブルに残って、それ

以外の方はそれぞれ別のテーブルに移動して、新しいメンバーで話し合いを

します。約１５分間。 

第 4 ラウンドで、最初のテーブルにもどり、最初のメンバーで感想など

を出し合います。 

そして、最後に全員でわかちあいをします。 

 

テーブルホストの役割・・・ 

１、はじめのグループから動かず、そのグループに残ります。 

２、新しいメンバーに、模造紙に書いてあることなどの説明をしたり、 

質問に答えます。（簡単に、簡潔に） 

３、グループの一人だけが話してしまうことがないよう配慮します。 

４、話し合いのルールを確認します。 

－１５－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「ＰＴＡ人権研修会のための人権学習プログラム集より」 

（平成２２年度鳥取県人権教育調査研究委員会作成） 

 

資料２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－１６－ 



資料３  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「いじめ防止教育プログラム」より 

（平成１９年度鳥取市教育委員会発行） 

 

 

 

 

 

－１７－ 



参考１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２６年度「児童生徒の問題行動等生徒指導上の諸問題に関する調査」より（文部科学省） 

（http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/10/1363297.htm） 

 

－１８－ 

http://www.mext.go.jp/b_menu/houdou/27/10/1363297.htm


参考２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

－１９－ 



参考３ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２５年度「わが国と諸外国の若者の意識に関する調査」より（内閣府） 

（http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/thinking/h25/pdf_index.html） 

 

－２０－ 

http://www8.cao.go.jp/youth/kenkyu/thinking/h25/pdf_index.html


４ かけがえのないあなたたちへ 

  （人間関係） 
 

【学習資料】事例シート 

「どうしよっか」 

 

小学３年生になる娘のＡが、夕食の時にこんな話をしてくれました。 

 「お母さん、Ｂ君っていじめられてるんだよ。」 

 「え、何で？誰に？」 

 「Ｃ君とＤ君とＥ君。今日、学校から帰って来る時、Ｂ君の背中をドンドンって押して、田んぼ

に落としたんだよ。Ｂ君のこと、叩いたり蹴ったりしているのも見たことある。」 

「ええ！いつから？」 

「けっこう前から。」 

 「今日、Ａは注意したの？」 

 「うん。Ｆちゃんと一緒に『何してるの!』って。でも『はあ？遊んでるだけだしー』って言わ

れた。」 

 「Ｂ君は？」 

 「黙ってた。」 

 「先生は知ってるの？」 

 「わかんない。だって、いつも先生がいない時にしてるし。」 

 「明日、先生に言ってみたら？」 

 

夕食後、Ｆちゃんのお母さんにメールを送りました。 

「今日Ａに、Ｂ君が前からいじめられてるって聞いたんだけど、知ってた？」 

「そういえば前にＦがそんなこと言ってたわー。誰にいじめられてるんだっけ？」 

「Ｃ君とＤ君とＥ君だって」 

「あー、ハイハイ。あの家ね」 

「今日、帰り道でＢ君のこと田んぼに突き落としたんだって。一応ＡとＦちゃんが注意したみた

いだけど」 

「Ｆも？うわ～！」 

「Ａには、先生に言ってみたら？って言っといたけど」 

「あの先生、頼りないけどね」 

「まあね。でもこのままじゃＢ君がかわいそう」 

「だけどＢ君もおとなし過ぎるんじゃない？っていうか私、Ｂ君の家のことあんまり知らない」 

「私もＢ君のお母さんとほとんど話したことないよ。でもＢ君のお母さん、このこと知ってるか

な？教えてあげた方がいいかな？」 

「ま、学校に任せとけばいいんじゃない？それよりさあ、……」 

 

その夜、Ａの寝顔を見ながらつぶやきました。 

「どうしよっか」 

 

 

－２１－ 



【学習のポイント】 

 ○いじめを防止するために、保護者が自分たちにできることを主体的に考え、行動につなげようとする意

欲を高める。 

 ○大人（保護者・教職員等）も子どもも、「いじめを許さない集団」、「いじめを生みにくい集団」にな

るには、どのような人間関係づくりをしていけばよいのかを考える。 

 

【すすめ方（８５分）】 

流 れ 分 主な活動 主な発問 留意点 

導 入 10 １ 本研修会のねらいや進め方の

説明をする。 

①ファシリテーター自己紹介 

②研修の目的、本日の流れの説明 

③話合いのルールの確認 

④グループ内で簡単に自己紹介 

 

 

 

 

 

２ アイスブレイクをする。 

「ペア・コミュニケーション」 

①お題をもとにペアで話し合う。

じゃんけんで話す役／聴く役の

順番を決める。（役割は後で交

代する） 

②ルールを説明する。 

③お題に沿って順番に、話す／聴

く。（１分×２人＝２分） 

お題：「最近食べたおいしかっ

たもの」 

■本研修会のねらいや進め方につ

いて説明する。 

 

 

■ルールの参加・尊重・守秘につ

いて説明する。（③） 

 

 

 

 

 

 

 

■「話す役」は１分間お題につい

て話す。（②） 

■「聴く役」は相手の話をしっか

り聴く。頷いたり、相槌を打った

りするのはＯＫだが、相手の話を

遮ったり、取ったりしない。（②） 

■時間はファシリテーターが計る

ので、時間の途中で勝手に役割を

交代しない。（②） 

◆４人のグルー

プ型の座席にし

ておく。 

◆ホワイトボー

ドに話合いのル

ールを書いて（貼

って）おく。 

◆レジュメに、

研修の目的、本

日の学習の流れ

を記載する。裏

面はメモ欄にす

る。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

35 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 「どうしよっか」を使って 

話合いをする。 

①各自に＜事例シート＞「どうし

よっか」を配布し、ファシリテ

ーターが読み上げる。 

②事例に登場するＡのお母さんの、

その後の行動について話し合う。 

 

 

 

４ 「もしも、私なら」どうする

か話し合う。 

①自分の子どもから、事例のよう

な話を聴いた時、自分ならどう

すると思うか話し合う。 

また、すでにそのような経験が

ある場合、その時どうしたか出

してもらう。 

 

 

 

 

 

 

■Ｂへのいじめを解決するために、

Ａのお母さんは、この後、どうす

べきだと思いますか。（②） 

 

 

 

 

■あなたが、自分の子どもから「同

じクラスの子がいじめられている」

と聴いたら、どうすると思います

か。また、今までにそのようなこ

とがあった場合、どのようにしま

したか。（①） 

 

◆役割を決めて

事例シートを朗

読することもで

きる。 

◆ファシリテー

ターは、いじめ

の加害者の親、

被害者の親な

ど、様々な立場

があることを気

に留めておく。 

 

◆グループ用の

メモ用紙（Ａ４

白紙）や付箋を

置いておき、話

合いの内容を簡

単に記録できる

ようにしておく。 

－２２－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②「自分の（しそうな）行動」に

ついて、いじめを解決する上で

どのようなことが課題になると

思うか話し合う。 

 

 

 

 

 

５ 「かけがえのないあなたたち

へ」メッセージづくりをする。 

①いじめを生まない、エスカレー

トさせないために、「一人の保

護者として」また、「保護者集

団として」何ができるか考えて

もらう。 

②考えたことを「メッセージ」と

して模造紙にまとめる。 

タイトル：「かけがえのないあ

なたたちへ ～○○小学校の保

護者は、いじめを許しません！

～」 

◎そのために、私たち保護者は 

  ・家では 

 ・保護者みんなで 

■自分がすると思う行動は、いじ

めの解決につながると思いますか。

また、自分がこれまでにした行動

は、いじめの解決につながったで

しょうか。もし、そうでないとし

たら、何が課題でしょうか。課題

だと思うことを意見交換してみて

ください。（②） 

 

 

 

■いじめを生まない、エスカレー

トさせないために、保護者として

何ができるでしょうか。まずは、

学校の先生や子どもたちに、『私

たちはいじめを許さない』という

明確な意思表示をすることが大切

ではないでしょうか。 

そこで今日は、一人の保護者と

して、また、保護者みんなで取り

組むことを考え、保護者からのメ

ッセージとして、模造紙にまとめ

ていただきたいと思います。 

10分程度で考えていただき、10

分程度で模造紙にまとめてくださ

い。 

◆模造紙の書き

方例を示す。 

◆模造紙の書き

方は基本的には

自由。書いてほ

しいポイントを

提示する。 

 

 

 

 

◆模造紙（成果

物）は、学校に

掲示したり、授

業で使ってもら

ったりして、メ

ッセージが子ど

もたちへしっか

り届くようにし

たい。子どもた

ちが見ることを

意識して、メッ

セージをつくっ

てほしいことを

伝える。 

まとめ 20 ６ 模造紙を見せながら、各グル

ープの「メッセージ」を発表す

る。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

７ ファシリテーターがまとめを

する。 

 

 

 

 

 

 

 

■各グループで考えたメッセージ

を、発表していただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■いじめはクラスの中など、身近

な人間関係の中で起こる。 

■良好な人間関係、つながりがな

ければ、いじめは起こりやすい。 

■大人（保護者・教職員）も良好

な人間関係や信頼関係を構築して

いくためには、具体的な取組をし

ていかなければならない。 

■誰もが、「いじめを許さない」

◆グループ数が

多い場合は、全

部ではなく、い

くつかのグルー

プに発表しても

らう。 

◆また、発表に

替えてギャラリ

ーウォークで、

各グループの「メ

ッセージ」を見

て回ることもで

きる。 

－２３－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

８ ふりかえりシートに記入する。 

「いじめを生まない」という意思

表示をしていくことが大切。 

■いじめは個人の問題ではなく、

集団、社会の問題。個人と個人の

問題として片付けるのではなく、

クラスや学校、集団の問題として

解決に取り組まなければならない。 

 

 

＜模造紙の記入例＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

かけがえのないあなたたちへ 

～○○小学校の保護者は、いじめを許しません！～ 

そのために、私たち保護者は… 

 

★ 家では… 

  ① ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

  ② ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 保護者みんなで… 

  ① ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します。 

  ② ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・します 

－２４－ 



参考 ＊展開１のグループでの話合いで使用することもできます。 

 

「どうしよっか」ワークシート 

 

１ Ｂへのいじめを解決するために、Ａのお母さんは、この後、どうすべきだと思いますか。 

 

２ あなたが、自分の子どもから「同じクラスの子がいじめられている」と聴いたら、どうすると思います

か。また、今までにそのようなことがあった場合、どのようにしましたか。 

 

３ 自分がすると思う行動は、いじめの解決につながると思いますか。また、自分がこれまでにした行

動は、いじめの解決につながったでしょうか。もし、そうでないとしたら、何が課題でしょうか。 

 

 

 

－２５－ 



 

５ 今、子どもに伝えたいこと 

（自尊感情を育む） 
 

 

【学習資料】子どもの表情カード   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊子どもの表情カードは、学習の流れによって５枚でもよい。また、表情を変えることもできる。 

 

【学習のポイント】 

○子どもの表情から、日頃の言葉かけを手掛かりに、子どもの自尊感情を育むために保護者はど

のように関わっていくのかについて考える。 

○いじめに向かわない子どもを育てるために保護者同士が語り合い、共通理解と役割を考える。 

 

 

 

－２６－ 



【すすめ方（９０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主な発問 留意点 

導入 ５ 

 

 

５ 

１ 本研修会のねらいや進

め方の説明をする。 

・話合いのルール確認  

 

 

２ 子どもの名前、学級、自

分の名前、今日の子どもの

表情をカードで紹介する。 

■本研修会のねらいや進め方

について説明する。 

・参加型学習の説明 

 

 

■今日の子どもの表情は「子

どもの表情」カードのどれで

したか。 

◆事前に４人グル

ープをつくってお

く。 

◆参加者同士の学

びの場であること

を説明する。 

◆「参加・尊重・

守秘」を板書して

おく。 

 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

３ 模造紙に展開例①②③

の作業をする。 

 

４ 「子どもの表情」カード

を子どものエネルギーの大

きい順に模造紙に並べる。 

 

 

５ 貼られた表情から、どん

な出来事があったかを考

え、ピンクの付箋に書く。 

 

 

 

６ 出来事を話しながら順

番に付箋を貼っていく。 

 

 

 

７ 日頃どんな「言葉かけ」

をしているかをブルーの付

箋に書く。 

 

 

 

 

８ 言葉かけの説明をしな

がら付箋を貼っていく。 

 

 

 

９ 自尊感情について理解

を深める。 

 

 

 

 

■展開例を参考に説明する。 

 

 

■グループで話し合いながら

子どものエネルギーの大きい

と思う順に縦に並べてくださ

い。 

 

■個人作業です。こんな顔を

していたら、学校や家庭でど

んな場面や出来事があったと

思いますか。考えて付箋に書

きましょう。時間は５分です。 

 

■グループで順番に説明をし

ながら、顔の横の上側に付箋

を貼っていってください。 

 

 

■個人作業です。ピンクの付

箋に書かれた場面の時、普段

どんな「言葉かけ」をしてい

ますか。ブルーの付箋に書き

ましょう。時間は５分です。 

 

 

■グループで順番に「出来事」

のピンク付箋の下に、ブルー

の「言葉かけ」の付箋を貼り

ましょう。 

 

●進行役が資料を用い子ども

の自尊感情の実態を紹介す

る。 

 

 

 

 

 

 

◆並べ方に正解が

ないことを伝える。 

 

 

 

←付箋を一人４枚

ずつ配る（ピンク）。 

◆出来事をできる

だけ具体的に書く。 

 

 

←展開例④の作業 

◆付箋が貼られに

くい場所もある。 

 

 

←付箋を 4枚ずつ 

配る（ブルー）。 

模造紙に展開例⑤

の作業をする。 

◆日頃、言ってい

る言葉で書く。 

 

←展開例⑥の作業 

◆同じ所に重なる

場合もある。 

 

 

←シール 3枚ずつ

と自尊感情の資料

を配る。 

 

「子どもの表情カード」を使って自己紹介をする 

 

１．子どもの表情から出来事や情況を考える 

 

２．自尊感情を育む言葉かけを考える 

－２７－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開３ 

５ 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

10 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

10 「言葉かけ」の欄から、

子どもの自尊感情を大切

にしていると思える言葉を

選ぶ。 

 

11 ギャラリーウォークで、

シールを貼っていく。 

 

 

 

12 これまでの活動を参考に

グループで話し合い、子ど

もに「今、伝えたいこと」

を考える。 

 

 

 

13 その場で順番に発表す

る。 

■グループで、貼られた付箋

の中から、子どもの自尊感情

を大切にしていると思える言

葉を選び、○をしましょう。 

 

■他のグループを回り、良い

と思う言葉かけの所にシール

を貼りましょう。 

 

 

■グループで、これまでの活

動を参考に、子どもの自尊感

情を育むため、「自分は大切

にされている」と感じられる

の「今、子どもに伝えたいこ

と」を考えて書きましょう。 

 

■各グループより、その場で

発表していただきます。 

◆みんなで相談す

る。一つもない場

合もある。 

 

 

←ギャラリーウォ

ークで他のグルー

プの活動を共有す

る。 

 

◆他のグループの

付けたシール評価

も参考にして話し

合い、花丸の欄に

書く。 

←展開例⑦の作業 

 

◆話合いで出た意

見も聞く。 

まとめ ５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

14  ファシリテーターがまと

めをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15  ふりかえりシートに記入

する。 

■日頃の子どもの顔をどれく

らい見ているでしょうか。メ

ールやラインでは表情を知る

ことができません。 

■「いつも見守っている」こ

とや「大切に思っていること」

を子どもの顔を見て伝えるこ

とで、子どもの自尊感情は育

まれ、いじめに向かわない子

どもになっていくと思います。 

◆グループで考え

た「今、子どもに

伝えたいこと」と

自尊感情の関係を

整理しながらまと

める。 

◆きちんと顔を見

て思いを伝えるこ

とで「安心」する

など。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３．自尊感情を育むために「今、伝えたいこと」を考える 

－２８－ 



【模造紙の展開例】

「学校・家庭での出来事」   

 「言葉かけ」 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

 

 

                                  

                                

                                   

表情 

③展開１で子どもの表情カードを並べる 

① 展開１で横線を引く 

（２段に使えるように） 

⑦展開３で「今、子どもに伝えたいこと」を書く 

 

 

ピンク 

 
ブルー 

ピンク 

④展開１で、上段にピンクの付箋に書いた「出来事」を貼る 

⑥展開２で、下段にブルーの付箋に書いた「言葉かけ」を貼る 

②展開１で、上段に「学校・家庭での出来事」と書く 

⑤展開２で、下段に「言葉かけ」と書く 

－２９－ 



【参考資料】 

■自尊
じ そ ん

感情
かんじょう

ってなに？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

 

 

 

■日本の子どもの自尊感情の状況は？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 

■どうして自尊感情が低いの？＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「我が国と諸外国の若者の意識に関する調査」の主な結果（％） 

  日 本 韓 国 アメリカ イギリス ドイツ フランス スウェーデン 

自分自身に満足 44.8  71.5  86.0  83.1  80.9  82.7  74.4  

自分には長所がある 68.9  75.0  93.1  89.6  92.3  91.4  73.5  

つまらない、やる気がで

ないと感じた 
76.9  64.5  49.0  55.2  44.7  44.4  55.7  

悲しいと感じた 72.8  62.6  50.1  56.4  42.8  46.6  54.8  

ゆううつだと感じた 77.9  63.2  41.0  45.6  36.9  38.6  42.1  

将来への希望 61.6  86.4  91.1  89.8  82.4  83.3  90.8  

親から愛されている 83.8  84.1  88.5  87.4  87.7  89.5  86.4  

自国のために役立つと思

うようなことをしたい 
54.5  43.2  42.4  40.6  49.7  44.8  53.7  

2014年度版「子ども・若者白書」内閣府     

１ 周囲の大人からのメッセージ 

  ・言葉、態度による否定的メッセージの発信 

２ 子どもに対する期待 

  ・少子化による子どもへの期待増 

  ・子育ては親の責任というプレッシャー 

  ・幼いときは、親の期待にこたえよう 

  ・心が休まらない（心理的負担） 

３ その他 

  ・学校や家庭での居場所 

  ・子どもの人間関係（空気を読めよという言葉） 

▽たとえば・・・・ 

「テレビばっかり見
み

てないで早
はや

く

寝
ね

なさいよ！朝
あさ

、なかなか起
お

きな

いんだから！まったく、何度
な ん ど

言
い

っ

たらわかるの！」 

「自尊感情」とは、「自分がかけがえのない大事な存在だ」という気持ちのこと

で、自分を否定するのではなく肯定的に認め、自分らしさに自信を持ち、自分を

価値ある存在として尊重し、認めること。自分が大切にされた経験がなければ、

他人のことを大切にすることが難しいといわれている。 

（鳥取県人権施策基本方針―第２次改訂よりー） 

－３０－ 



６ 子どものイライラはどこに向かうの 

  （社会的支援） 
 

【学習資料】 

 【朗読劇 しょうた君のイライラ】 

 

 ナレーター  これはある家族の朝のひとコマです。中学生のしょうた君は最近イライラ

しているようで、いつも不機嫌な顔をしています。 

 

 母      「しょうた、やっと起きてきたのね。早くしなさい！ 学校に遅れるわよ！」

ナレーター  しょうた君は無言で食卓に座ります。 

 

 母      「また朝から不機嫌な顔して・・・。おはようぐらい言えないの？」 

 しょうた   「（小さな声で）自分も言ってねえし。」 

 母      「毎日毎日不機嫌な顔をして。何が気に入らないのか知らないけど、 

         お母さんだって忙しいんだから、早くしてよ！」 

 しょうた   「うぜぇ。マジ、むかつくし。」 

 ナレーター  しょうた君はいきなり食卓を立って、無言で学校に出かけて行きました。 

 

母      「行ってきますくらい言いなさい！ほんとにもう！」 

 ナレーター  そこに父親が起きてきました。 

 

 父      「朝っぱらから何怒ってんだ？」 

 母      「あの子、最近いつも機嫌が悪くって。わたしが何を言っても返事もしな

いし、イライラして無愛想だし。もう、どうしてあんなふうなんだろう。」 

 父      「中学生なんて普通そんなもんだろ？それに毎日毎日朝からガミガミ言わ

れたら、返事もしたくなくなるさ。」 

 母      「はあ？私のせいだっていうの？」 

 父      「そうは言ってないさ。学校でもいろいろあるだろうし、勉強だって大変

だろ？しかも家に帰ってきてまで小言ばかり言われたら、不機嫌にもな

るだろうって言ってるんだよ。」 

 母      「じゃあ、どうしたらいいのよ？あなただって考えてよ！」 

 父      「う～ん。」 

 母      「そうだ！とりあえずは、あなたが早起きして朝ご飯を一緒に食べるとこ

ろからはじめましょうよ！」 

 父      「どうしてそうなるの？」 

 

 ナレーター  はてさて、しょうた君のイライラはどこから来ているのでしょうか？ 

        何か解決策はあるのでしょうか？皆さん一緒に考えてみてください。 

 

－３１－ 



【学習のポイント】 

 ○いじめ加害に影響する要因のひとつである、子どものストレスについて考える。 

○子どものストレスを軽減することが、いじめの未然防止につながることを理解し、日常生活でできる

ことに取り組もうとする態度を養う。 

 

【すすめ方（８０分）】 

流れ 分 主 な 活 動 主な発問 留意点 

導入  ２ 

 

 

 

 

 

１３ 

  

１ 本研修会のねらいや進め方の

説明をする。 

（参加・尊重・守秘） 

 

 

 

２ 朗読劇を聞いた後、感想を入

れながら自己紹介をする。 

（１分×人数） 

■本研修会のねらいや進め

方について説明する。 

 

 

 

 

■朗読劇を聞いた感想を入

れながら自己紹介をしまし

ょう。 

◆事前に４人グルー

プをつくっておく。 

◆資料２をもとにス

トレスについて考え

ることを説明する。 

 

◆代表で役割演技を

行う。 

展開１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

展開２ 

１０ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

１０ 

 

 

 

 

１５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 子どもがイライラを感じる原

因（時や事がら）を書き出して

いく。 

＊模造紙上部に記入 

 

４ イライラが引き起こす言動を

書き出す。 

＊模造紙上部に記入 

 

５ 書き出したものをもとに、感

じたことを話し合う。 

 

 

 

６ 子どものイライラを軽減する

ために、保護者としてできるこ

とは何かを書き出す。 

  ＊模造紙下部に記入 

 

 

 

 

 

 

■子どものイライラの原因

になる事がらを書き出し、

関連するものをつなげまし

ょう。 

 

■イライラの原因から予想

される言動を書き出してみ

ましょう。 

 

■書き出したものを見て、

日常生活で思い当たること

などを話し合ってみましょ

う。 

 

■子どものイライラに対し

て、保護者としてできそう

なことや考えたいことを書

き出し、関連するものをつ

なげましょう。 

 

 

 

 

 

◆模造紙の使い方に

ついて展開例をもと

に説明する。 

 

 

◆会話をしながら思

いつくものから記入

するよう助言する。 

 

◆日常生活と結びつ

けて考えるよう助言

する。 

 

 

◆ファシリテーター

は、話合いの内容を

把握しておく。 

◆会話をしながら思

いつくものから記入

するよう助言する。 

◆○○しないだけで

なく、○○するとい

う視点で考えてもら

うよう助言する。 

－３２－ 



 ８ 

 

 

 

 ５ 

７ ギャラリーウォークをする。 

 

 

 

８ グループで学習のふりかえり

をする。 

■他のグループの模造紙を

見て回り、参考となる取組

にシールを貼りましょう。 

 

■今日の学習はいかがでし

たか。感想を話し合ってみ

ましょう。 

◆シールを一人３枚

程度配布する。 

 

 

◆ファシリテーター

は、各グループの話

合いの内容を把握

し、参加者全体に伝

えていく。 

まとめ ４ 

 

 

 ８ 

 

 

９ ふりかえりシートに記入する。 

 

 

10  ファシリテーターがまとめと

する。 

■ふりかえりシートに記入

しましょう。 

 

■子どものストレスを軽減

することが、いじめの未

然防止につながります。 

◆資料１のふりかえ

りシートを活用す

る。 

◆資料２を配付し、

いじめとストレスの

関わりを説明する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

－３３－ 



【参考資料】 

資料１ 

ふりかえりシート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料（１） 

 ＊必要に応じて、以下のふりかえりシートを使うこともできます。 

 

ふりかえりシート 

 

今日の活動を通して、やってみたいと思ったことを書きましょう。 

 
一人で 家庭で PTAで 

すぐに 

   

いつかは 

   

○今日の活動を通して、気づいたことや考えたことを書きましょう。 

－３４－ 



 

資料２ 

「いじめの追跡調査２００７～２００９ いじめＱ＆Ａ」 （国立教育政策研究所生徒指導研究センター） 

 

－３５－ 



 

 

－３６－ 



 模造紙の展開例 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子どもの

イライラ 

先生の態度 

友人関係 

親の小言 

容姿 

 

勉強が分

からない 

学校の授業 

ネット 

ライン 

夫婦仲 

 

親の態度 

決めごとを 

話合いで決め

る（ルール） 

 

 

 

 

勉強のこと

ばかり言わ

ない 
 

ありがとう 

 

ストーカー 

こづかい 

非行 

キレる 

 

 

 

忙しい 

日常 

 

決めつけ 

暴力・妨害 

悪口 

 

反抗 

物にあたる 

外泊・家出 

 

 
 

聞く 

会話をする 

 

家庭でできそう

なこと 

 

－３７－ 



参考 

＜模造紙の使い方の説明例＞ 

○模造紙の中央に、“子どものイライラ”と書いて円で囲みましょう。 

 

○円で囲った以外の部分を、上下２等分するように、円から両側に横線を引きましょう。 

 

（展開１） 

○子どものイライラの原因になる事がらを、模造紙上部に書き出してみましょう。 

○また、関連するものを線でつなげましょう。 

 

○イライラの原因から予想される言動を、模造紙上部の空いたところに書き出してみましょ

う。 

○また、関連するものを線でつなげましょう。 

 

（展開２） 

○子どものイライラに対して、保護者としてできそうなことや考えたいことを、模造紙下部

に書き出してみましょう。 

○また、関連するものを線でつなげましょう。 

 

 

－３８－ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  表紙の絵は、平成 27年度「とっとりふれあい人権マンガ大賞」大賞作品（小学生

の部）です。 

 

タイトル：「だれでもつかえる水道じゃ口」 

作  者：岡部
お か べ

 星空
そ ら

さん（八頭町立郡家東小学校６年） 

作品紹介：この絵は水道じゃ口で、だれでも、軽い力で水が出るから、みんなに良

いと思います。みんなに良いが、もっと増えれば、だれでも、使いやす

いものが増えると思います。 

平成２７年度版  

地域と共に創るとっとり人権教育事業で 

開発した人権教育プログラム綴 

（社会教育編） 

 

平成２８年３月 
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